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１．研究計画の概要 
 本研究は八重山地域における狩猟採集経済社

会の段階と水稲農耕社会の段階とにおける周辺

環境との相互作用の差違および共通性を解明す

べく実地研究を進め、島嶼部という外部の社会

的要因を受けにくい閉鎖的環境のもとで把握さ

れる様相はモデル化が容易であるという特性を

活かし、人類史の枠組みとして調査成果の再構

成を目指すものである。同時に考古学・生物学

という各専門領域を横断したところに掘り下げ

るべき課題を設定し、学際的融合型の実地調

査・研究を構築している。考古学は3チーム・

生物学は1チームの全4チーム構成であり、西

表島地域の網取遺跡・祖内遺跡および周辺環境

の調査を軸とし、比較対象として宮古島の長墓

遺跡の調査を行っている。 
 このような調査体制のもと、八重山地域にお

ける原始古代から近世にかけての人類の活動が

周辺環境に与えた影響および人為景観の具体像

の把握を目指すものである。 
  
２．研究の進捗状況 
 2008 年度から４チームは並行的に各調査対

象地における実地調査を進めており、宮古島長

墓遺跡の発掘調査については所期の目的を達成

した。現在出土遺物の分析作業を鋭意進めてい

る。また西表島祖内遺跡については 2009 年度

の発掘調査によって、中世期に遡る可能性の高

い水田跡を突き止めた。現在は年代測定・土壌

分析等を鋭意進めており、次に述べる網取遺跡

との対照作業を行う事前準備を整えつつある。

網取遺跡においては 2010 年度までに近世期の

水田遺跡の調査を完了する予定であったが、

2010 年度の調査において初期水田は中世（16
世紀代）に遡ることと、上層の近世水田との間

には明和大津波より100年程度前の津波堆積が

認められ、中世と近世の間には断絶と復興を伴

う実を突き止めた。この結果を受けて、2011年

度には再調査を実施することになった。一方

2008 年度から継続的に実地調査を進めている

生物学チームは、人間が捕食対象とする特定の

貝種における生態的特性の把握と捕食圧の具体

的データ把握に成功した。また水田環境に適合

的な昆虫であるエンゴロー類の現在における生

息状況を把握し、水田の放棄によってもたらさ

れた絶滅の危機的状況が具体的データとともに

把握された。 
 

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している 
（理由） 

 本研究では生物学チームにおいて分担研究者

1 名が 2 年目に逝去するという不幸な事態を経

験したが、他の分担研究者がそれを補い、すべ

てのチームが現地調査を順調に進め、初期の目

的を達成することができた。さらに新たな津波

痕跡の確認という当初予測にはなかった成果が

もたらされたことは、学問的課題として、また

早急に新たなテーマを与えられることになった

と考える。 
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４．今後の研究の推進方策 

2011 年度は本研究の総まとめを行う予定であ

る。現在チームごとに別途進めてきた分析結果

を総合し、人類の活動と環境との相互作用の実

相を導く予定である。なお網取遺跡で確認され

た津波堆積層は、自然との相互作用において災

害という重いファクターを加えるべきことを如

実に示した。今後は人為景観の問題と自然災害

との相互作用の解明という新たな要素が加わる

ことになった。 
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